
































安 井 秀 作１）、谷 口 泰 司２）、河 原 正 明３）
Cost Support Scheme for People with Disabilities in the Harima Area and Third Party Evaluation Services
Syusaku YASUI１）, Taiji TANIGUCHI２）, and Masaaki KAWAHARA
The traditional administrative support system was abolished, shifting to a ‘for profit’ contractual system
in 2003, and as the result of these changes, people with disabilities became ‘consumers’, enabling them to
select and decide suitable institutions and services in their area for themselves. In order to make this
possible, it will be necessary to make fully available objective information concerning related institutions
and services. However, these conditional preparations are not always sufficient for making appropriate
decisions.
Therefore, to address this matter, the city of Himeji established the “Third Party Evaluation Examination
Committee for People with Disabilities Under the Cost Support Scheme” in close coordination with related
towns in Harima area, and attempt to develop :
1) An evaluation standard to evaluate institutions and services carried out by third party organization,
2) A method and content of information offered to people with disabilities, and
3) provisions concerning third party organization.
































































































































































































































































































































































































































計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
記 述 情 報 ６０．０ ５７．１ ７８．４ ６９．４
ランク付け情報（図表） ２１．５ ２８．６ １８．９ １６．７
ランク付け情報（点数） １８．５ １４．３ ２．７ １３．９
不 明（無回答） － － － －
表１ 希望する情報提供の様式について（属性別） （％）
障害者本人 障害者の家族 経営者・責任者 従事者 行政職員
計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
記 述 情 報 ５０．０ ８０．１ ６１．８ ６８．０ ６７．６
ランク付け情報（図表） ２５．９ １３．０ １４．７ ２２．７ １８．９
ランク付け情報（点数） １７．２ ５．５ ２３．５ ９．３ １３．５












































計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
食事・排泄等の「身体介護」 ② ３９．７ ③ ４５．６ ② ４６．５ ③ ４２．４ ２９．４ ３０．７ ２４．３
見守り・声かけ等の支援 ３１．０ ② ４９．０ １５．１ ② ６６．９ １４．７ １２．０ １３．５
調理・清掃等の「家事援助」 ② ３９．７ ２９．３ ２２．１ ３９．０ １１．８ １７．３ １０．８
外出時の支援 ① ５３．４ ① ６１．９ ① ５１．２ ① ６７．８ １１．８ ２０．０ ２１．６
個々に対する支援の計画 １９．０ ２５．９ ② ４６．５ ６．８ ① ７０．６ ① ７７．３ ① ８１．１
サ ビース提供時の人権への配慮 ２０．７ １３．６ ３０．２ ３．４ ② ５５．９ ② ５０．７ ③ ４０．５
安全等に配慮したサ ビース環境 ２４．１ １０．２ ２６．７ ４．２ ③ ４１．２ ③ ４６．７ ３５．１
事業所の姿勢 １０．３ １２．２ ２４．４ ２．５ ③ ４１．２ ３６．０ ② ５６．８
その他 １．７ ９．５ ４．７ ９．３ ５．９ ２．７ －
不明（無回答） ５．２ ０．７ １．２ ２．５ － － －









































































































































































































































































Syusaku YASUI, Taiji TANIGUCHI, and Masaaki KAWAHARA
－３８－
参考１ 評価基準の体系（一覧）




訪 問 通 所 入 所
支援サービス
日 常 生 活 支 援
食事Ⅰ ４ ○
食事Ⅱ ３ ○ ○ ○
入浴 ５ ○ ○
排泄Ⅰ ５ ○
排泄Ⅱ ３ ○ ○ ○
睡眠・休憩 ３ ○
専 門 的 支 援
相談支援 ５ ○ ○ ○
健康支援 ４ ○ ○
機能回復・発達支援 ３ ○
障害特性 ４ ○ ○ ○
行動障害 ５ ○ ○
重症心身障害 ５ ○ ○ ○
家族支援 ３ ○ ○ ○
個 別 支 援 計 画
アセスメント ４ ○ ○ ○
ケア会議 ４ ○ ○ ○
説明・同意 ３ ○ ○ ○
サービス提供 ２ ○ ○ ○
評価・見直し ３ ○ ○ ○
自 立 生 活 支 援
就労・社会参加Ⅰ ４ ○ ○
就労・社会参加Ⅱ ５ ○ ○
余暇活動 ３ ○ ○
意思疎通 ４ ○ ○
外出支援 ４ ○ ○
設 備 環 境 設 備 ・ 環 境
安全・安心の配慮 ４ ○ ○
衛生管理 ３ ○ ○
快適性の確保 ５ ○ ○
運 営 管 理 管 理 運 営
地域拠点機能 ５ ○ ○
機能連携 ４ ○ ○
事業計画 ５ ○ ○ ○
研修体制 ５ ○ ○ ○
人事管理 ５ ○ ○ ○
情報公開 ４ ○ ○ ○
２４時間対応 ３ ○ ○
基 本 理 念
基 本 理 念
基本方針 ４ ○ ○ ○
倫理規程 ３ ○ ○ ○
自己決定 ５ ○ ○ ○
人 権 擁 護
人権の尊重 ４ ○ ○ ○
プライバシー ３ ○ ○
虐待防止 ３ ○ ○
体罰・拘束の禁止 ４ ○ ○ ○
個人情報の保護 ３ ○ ○ ○






























































Syusaku YASUI, Taiji TANIGUCHI, and Masaaki KAWAHARA
－４０－
専門的支援




































































































管 理 運 営
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Syusaku YASUI, Taiji TANIGUCHI, and Masaaki KAWAHARA
－４２－
管 理 運 営
研 修 体 制
４ 職員の専門資格取得を積極的に進めてる。
５ 研修結果を他の職員に周知し、業務改善や資質向上に役立てている。


















基 本 理 念
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Syusaku YASUI, Taiji TANIGUCHI, and Masaaki KAWAHARA
－４４－
領域：支援サービス　　大区分：日常的支援　　小区分：食事 
 
食事をおいしく、楽しく食べられるよう配慮していますか。 
　1　食堂の環境に配慮している。（食器・照明その他食堂の雰囲気づくり） 
　2　温かいものは温かく、冷たいものは冷たく提供している。 
　3　食事時間を適切に設定している。（開始時間） 
　4　食事介助は利用者のペースに合わせている。（時間の幅） 
　5　日々の献立において食事を楽しむための配慮をしている。 
 
 
【評価のねらい】 
　　食事は日常生活のなかでの楽しみであり、心身共に安心した生活をするための糧となるものであ 
　るとともに、人とのコミュニケーションの絶好の場であり、そのための雰囲気づくりに心を配るこ 
　とは大きな意義を持っている。 
 
【評価の方法と注意点】 
　（１）　食事の場の採光、温度、湿度などの調整は適切に行われているか、食器や盛り付けなどが目で 
　　見て楽しめるような工夫が行われているか、が評価対象となる。（椅子やテーブルの高さの調節は、 
　　必ずしも椅子やテーブルに調節機能がついている必要はなく、座布団やクッションで利用者個人 
　　に合わせた高さ調節がされていれば良い。） 
　（２）　保温のための食器を選択したり、蓋をするなどの工夫が行われているか、盛り付け時間は適温 
　　を配慮したものか、温めたり冷やしたりするための設備はどうなのか、が評価対象となる。 
　　　具体的には、食事を提供する直前に盛りつけをしたり、保温食器等を使用していること、利用 
　　者が食事の温め直しを希望した場合、すぐに対応していることが挙げられる。利用者の安全のた 
　　め、電子レンジ等の設置が困難な場合は上記配慮が重要となる。（電子レンジ等の設備がなされ、 
　　利用者が自由に使用できる場合には、これらもあわせ評価される。また、電子レンジの設置にこだ 
　　わる必要はなく、それ以外でも利用者の希望に沿う工夫がされている場合には特記対象となる。） 
　（３）　食事時間については、特に昼食及び夕食に着目する。昼食については、１２時前後を基本とし、朝 
　　食時間から４時間程度の間隔を持って設定されていることが望ましい。また、夕食については、 
　　６時以降とする。ただし、その時間帯において体調不良その他の理由により食事をとることが困 
　　難な場合に、個別対応してる場合には特記事項とする。 
　（４）　上記（３）と異なり、食事時間の幅が一律でなく、個々の能力や状況によって食事時間が弾力的に 
　　運用されているかを評価する。一定時間経過後に一斉に片付けられてしまうといった場合には本 
　　基準には適合しない。 
　　　職員の態度にもゆっくりと食事をしてもらえるような意識があるか、などに注意する。現場の 
　　職員だけでなく、事務系やＯＴ・ＰＴ・ＳＴなどの他の部門とも協力し、食事を楽しみながら、余裕 
　　を持ってゆっくりとできるような工夫とその意識が必要である。 
　（５）　旬の素材を取り入れる等の工夫により、季節を感じさせるメニューになっているか、定期的に 
　　選択メニューを実施しているかについて評価する。なお、選択メニューとは、昼食、夕食時の副 
　　食の選択をいい、朝食時にパンかご飯かを選ぶことは選択メニューとはいわない。また、定期的 
　　とは、週１回以上とする。 
 
【工夫事例】（今後、モデル事業～本評価を通じて事例集積） 
　　食堂内に、季節感を感じさせる飾りつけを行う、四季折々の花を飾る、壁掛け用の花瓶を使用し 
　生花を飾る、食事介助する職員は、明るい色のエプロンを着用する、照明設備を工夫するなどして、 
　明るい雰囲気づくりに配慮している。 
 
参考３ 評価項目の例（食事）
播磨地域障害者支援費サービス第三者評価事業について
－４５－
